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第 6 3 1 号

防火の4チェックを

①場所は危険でないか

②器具は安全か

③使い方は正しいか

④あと始末は完全か消防本部

退
院
者
に
思
い
や
り
を

決
し
て
て
の
人
か
ら
感
染
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
収
容
さ
れ
た

人
の
シ
ち
、
菌
が
消
失
し
、
感
染

の
お
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
退
院
さ

れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
「
赤

痢
」
を
正
し
ぐ
理
解
し
、
退
院
さ

れ
た
人
を
思
い
や
り
の
気
持
で
迎

え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
ラ
お
願
い

し
毒
ｙ
。

根
拠
の
な
い
デ
マ
や
只
笞
に

毒
辰
答
れ
ず
、
「
赤
痢
」
に
つ

い
て
ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
宇
治
保
健
所
（
き
⑩
2
1
9

1
）
か
市
保
健
衛
生
課
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。季

節
に
関
係

な
く
発
生

赤
痢
は
、
急
性
伝
染
病
の
一

つ
で
す
。
以
前
は
夏
季
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
夏
季
と
冬
季
の
差
は
な
く

発
生
し
て
い
未
了
。

今
回
の
赤
痢
患
者
は
保
育
所

園
児
や
小
学
生
が
大
部
分
今
［
］

め
て
い
ま
す
。

赤
痢
菌
は
、
保
菌
者
の
便
か

ら
扉
出
さ
れ
、
手
指
や
ハ
エ
、

ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
媒
介
で
飲
食

物
に
混
じ
っ
て
伝
染
し
ま
す
。

心
が
け
よ
う

家
族

の
健
康

赤
痢
は
、
口
か
ら
感
染
す
る
伝

染
病
で
す
。
予
防
の
第
一
は
、
「
よ

く
チ
を
洗
う
」
こ
と
で
、
用
便
後

や
食
事
の
前
な
芦
ほ
石
け
ん
を
使

い
多
量
の
水
道
水
を
使
っ
て
手
を

よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
、
じ
め
じ
の
し
た
梅

雨
や
暑
い
夏
に
向
か
い
、
食
事
も

生
も
の
や
冷
た
い
も
の
か
餐
べ
が

ち
に
な
り
未
了
。
赤
痢
菌
は
熱
に

弱
く
、
で
き
る
だ
け
加
熱
調
理
し

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

お
祭
や
家
族
旅
行
な
ど
で
お
弁
当

や
お
す
し
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と

も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
菅
循
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
最
近
は
い
わ
ゆ
る
接

触
感
染
と
思
わ
れ
る
例
か
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

一
日
数
回
の

水
様
便

潜
伏
期
間
は
、
一
日
か
ら
七

日
間
で
、
主
な
症
状
は
三
八
度

か
ら
三
九
度
の
発
熱
、
同
時
か

や
や
遅
れ
て
下
腹
部
の
痛
み
が

始
ま
り
、
二
日
か
ら
三
日
で
熱

は
下
が
り
ま
す
。

下
痢
は
軽
い
場
合
で
、
一
日

数
回
の
泥
状
か
水
様
便
で
、
重

い
場
合
は
一
日
三
十
回
程
度
の

さ
ら
に
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、

学
校
か
ら
の
指
導
を
各
家
庭
で
守

っ
て
い
た
だ
ぐ
と
と
も
に
、
体
調

の
悪
い
子
ど
も
は
、
祭
り
や
行
事

浄
化
槽
に

消
毒
液
は
禁
物

浄
化
槽
を
お
使
い
の
家
庭
で
は
、

赤
痢
予
防
の
た
め
、
便
器
に
消
毒

液
か
戻
し
て
流
さ
な
い
で
ぐ
だ
さ

下
痢
が
あ
り
、
粘
液
、
血
液
、

膿
（
う
み
）
の
混
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
之
放
状
が
あ
れ
ば
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は
宇

治
保
健
所
か
市
保
健
衛
生
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
回
、
宇
治
市
内
で
発
生
し

て
い
る
赤
痢
は
、
毒
性
の
弱
い

ソ
ン
ネ
菌
に
よ
る
も
の
で
、
本

人
に
自
覚
症
状
が
な
く
検
便
の

結
果
は
じ
の
て
、
保
菌
者
と
判

明
し
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。

赤
痢
は
、
軽
症
で
三
日
か
ら

七
日
、
重
症
で
も
二
十
日
ほ
ど

で
治
り
ま
1

へ
の
参
加
を
目
粛
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
家
族
皆
ん
な
で
健
康

づ
く
り
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

い
。浄

化
槽
は
、
汚
物
か
微
生
物
が

分
解
し
、
処
理
水
か
塩
素
消
毒
し

て
放
流
す
る
ぷ
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
も
し
、
消
毒
液
か
浸
入
さ
れ

ま
す
と
、
徴
生
物
は
死
滅
し
、
浄

化
槽
と
し
て
の
機
能
を
失
い
ま
す
。

ま
た
、
未
処
理
の
汚
物
が
流
出
し

た
り
、
悪
息
を
発
生
し
た
り
し
て
、

冴
屏
の
迷
5
に
な
る
ば
か
Ｓ
＼
か
、

生
活
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
り
ま

す
。
（
宇
治
保
健
所
）

赤
痢
発
生
で

中
止
す
る
事
業

▼
市
民
潮
干
狩
・
・
・
6
月
1
9
一
日
面
。

中
止
▼
ス
ポ
ー
ツ
か
恙
ば
・
・
・
〈
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
〉
1
6
月
5
日
間
、

南
小
倉
小
学
校
。
〈
イ
ン
デ
Ｖ
ア

力
〉
1
6
月
9
日
出
、
伊
勢
田
小

学
校
。
延
期
▼
高
齢
者
軽
ス
ポ
ー

ツ
教
室
・
：
6
月
1
9
日
旧
、
伊
勢
田

小
学
校
。
延
期
。
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赤痢の

主な症状は

家族みんなで実行しよう

食
前
・
用
便
後
の
手
洗
い
を

赤痢予防特集

　
市
で
は
、
赤
痢
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、
関
係
施
設
や
家
庭
の

消
毒
な
ど
の
防
疫
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

も
必
ず
石
け
ん
で
手
を
洗
う
な
ど
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
完
治
し
、
退
院
さ
れ
た
人
を
思
い
や
り
の
気
持
で
迎
え
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
五
月
初
め
、
市
内
で
発
生
し
た

　
「
赤
痢
」
は
、
五
月
二
土
八
日
現

在
、
百
二
十
三
人
が
発
詞
ま
た
は

保
菌
者
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
「
宇
治
市

赤
痢
対
策
会
Ｉ
議
」
を
設
け
、
保
育

所
な
ど
関
係
施
設
、
関
係
家
庭
の

消
毒
や
市
の
施
設
の
便
所
、
手
洗

い
場
に
消
毒
液
を
設
ｎ
す
る
な
ど

の
防
疫
活
動
に
取
り
組
む
一
方
、

市
内
の
従
業
員
二
十
人
以
上
の
事

業
所
二
百
四
十
一
社
と
百
二
十
の

各
種
団
体
に
赤
痢
予
防
の
資
料
を

送
る
な
ど
の
啓
発
活
動
夕
続
け
で

い
ま
す
。

　
デ
マ
や
う
わ
さ
に

　
ま
ど
わ
さ
れ
ず

　
患
者
の
菌
排
出
期
間
は
、
発
阿

後
二
週
間
か
ら
四
週
間
の
も
の
が

大
半
で
、
大
部
分
の
患
者
は
治
原

に
ょ
っ
で
、
二
週
間
以
内
に
菌
は

消
失
し
ま
す
。
菌
が
消
失
す
れ
ば
、

赤
痢
予
防
の
第
一
は
、
。
手
を
洗

　
う
″
こ
と
で
す
。
簡
単
な
こ
と
で
Ｉ
Ｉ

　
　
す
が
。
な
か
な
か
確
実
に
で
き
な

　
　
　
い
も
の
で
す
。
手
洗
い
な
ど
次
の

　
　
　
　
五
点
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
エ
ー
ゴ
キ
ブ
リ

　
退
治
で
清
潔
に

②
ハ
エ
ー
ゴ
キ
ブ
弘
避
治
し

　
生
活
環
境
欠
潟
に
。

　
生
も
の
は

　
ひ
か
え
る
こ
と

③
食
べ
物
は
必
ず
加
熱
し
、
調

十
分
手
洗
い
を

　
石
け
ん
と

　
多
量
の
流
水
で

①
用
便
後
や
食
事
前
は
水
道
水

　
を
流
し
な
が
ら
、
石
け
ん
を

　
使
っ
で
十
分
キ
を
洗
う
こ
と
。

　
た
め
た
水
は
砂
石
な
い
で
水

　
道
水
を
多
量
に
使
っ
で
、
洗

　
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
理
後
す
ぐ
食
べ
る
こ
と
。

　
生
も
の
は
ひ
か
え
、
食
べ
物

　
は
そ
の
都
度
調
理
し
で
、
す

　
ぐ
食
べ
る
こ
と
で
す
。

　
暴
飲
暴
食
は

　
さ
け
る
こ
と

④
暴
飲
暴
食
を
さ
け
る
こ
と
。

　
体
の
調
子
夕
整
え
、
抵
抗
力

　
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

　
ふ
と
ん
・
お
も
ち
や

　
日
光
消
毒
を

⑤
ふ
と
ん
・
お
も
ち
ゃ
な
ど
は

　
日
光
に
当
で
る
こ
と
。

　
な
る
べ
く
寝
具
な
芦
を
日
に

　
当
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
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よく手を洗うことが赤痢予防のきめて（宇治保育所で）
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近
世
の
宇
治
茶
師
た
ち
が
、

と
は
、
広
く
知
ら
元
て
い
る
。

だ
が
、
仲
ヶ
間
が
組
織
さ
れ

た
経
過
や
そ
の
成
立
年
次
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
確
か
な
史
料

は
、
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
秋
、

徳
川
秀
忠
・
家
光
父
子
は
京
都

に
上
り
、
後
水
尾
天
皇
を
二
條

城
に
迎
え
た
。
そ
の
際
二
十
余

名
の
宇
治
茶
師
が
、
秀
忠
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
衣
服
四
枚
ず
つ
を
拝

領
し
て
い
る
。
そ
の
茶
師
は
京

都
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
「
上
林

家
文
書
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、

当
時
は
こ
の
人
々
が
将
軍
家
の

御
茶
御
用
を
つ
と
め
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
茶
師
上
林
牛
加
家
の
十

代
目
に
あ
た
る
清
泉
景
命
が
著

わ
し
た
％
木
誌
Ｊ
に
は
、
近

世
初
期
の
幕
府
御
茶
御
用
の
状

況
が
記
さ
れ
、
「
御
茶
師
四
十

御
茶
御
用
か
命
じ
β
れ
た
宇
治

茶
師
た
ち
は
。
後
世
の
よ
’
＜
ｒ
＾

格
差
が
認
め
ら
元
な
い
。
代
官

の
支
配
下
、
全
員
平
等
の
立
場

で
御
用
茶
の
調
製
に
あ
た
っ
て

い
た
ぶ
つ
で
あ
る
。

Ｌ
如
し
、
先
に
見
た
万
治
三

年
以
後
、
』
茶
師
た
ち
は
寛
文
九

年
（
一
六
六
九
）
・
延
宝
三
年

（
一
六
七
五
）
・
同
八
年
（
一

減
、
茶
価
の
引
上
げ
な
べ
す

で
に
触
れ
た
一
連
の
施
策
か
ら

も
理
解
さ
れ
る
ぷ
っ
に
（
第
9
2

回
・
9
5
回
参
照
）
、
宇
治
郷
・

宇
治
茶
師
の
困
窮
は
、
も
う
身

動
き
の
と
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で

来
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
挙

げ
句
の
借
金
で
あ
っ
た
。

天
下
無
双
の
宇
治
茶
が
あ
っ

た
れ
ば
こ
そ
、
幕
府
も
こ
の
よ

宇
治
茶
師
三
仲
ヶ
間
（
そ
の
一
）

七
人
壱
壷
ツ
ヽ
被
仰
付
侯
事
も

有
之
」
と
あ
る
覧
・
。

ダ
尼
万
治
三
年
（
一
六
六

〇
）
に
、
宇
治
茶
師
が
幕
府
か

ら
最
初
の
借
金
（
銀
三
百
貫
）

を
し
た
時
も
「
御
物
御
茶
師
四

十
二
人
」
の
拝
借
で
あ
っ
た
。

六
八
〇
）
と
相
次
い
で
、
幕
府

か
ら
借
金
・
銀
敬
か
さ
ね
て
い

く
。
わ
ず
か
二
十
年
ば
か
り
の

間
に
そ
の
総
額
は
、

金
七
、
一
五
五
両

銀
六
六
五
貫
余

と
り
＆
失
な
金
額
に
な
っ
て

之
蓼
額
の
貸
に
符
け
を
許
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
、
年
賦
返
済

ｉ
Ｖ
ｖ
Ｊ
7
＞
東
し
た
茶
師
た
ち
も
、
そ

れ
な
り
の
努
力
を
し
て
、
経
済

再
建
に
い
そ
し
ま
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
に
組
織
さ
れ
る

の
が
、
茶
師
三
仲
ヶ
間
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
な
壮
戸
時
代
い
た
。
濠
債
に
お
け
示
果
た
し
て
、
そ
の
結
成
は
い
つ

初
期
の
頃
、
将
軍
家
・
幕
府
の
治
郷
の
屋
地
子
免
除
・
年
貢
半
ご
ろ
で
あ
っ
た
の
だ
う
7
か
。

き
Ｊ
つ
Ｉ
〈
月
一
日
か
ら
水
道
週

間
が
始
ま
り
未
了
。
水
は
限
り
あ

る
資
脈
で
あ
り
、
安
心
し
て
飲
め

る
よ
ｙ
つ
に
作
り
出
す
も
の
で
す
。

大
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
毎
年
実
施
し
て
い
未
了

「
水
道
の
出
張
相
談
」
は
、
赤
痢

の
発
生
の
た
め
延
期
し
ま
す
。

ま
た
、
水
道
週
間
に
当
っ
て
水

道
事
業
の
苦
し
く
な
っ
て
い
る
財

政
状
況
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇治浄水場の着水井

万
治
三
年
の
借
銀
は
、
四
十

二
人
の
御
物
茶
師
に
あ
て
て
貸

し
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
次
の
寛
文
九
年
の
貸
し
付

け
の
際
に
は
、
初
め
て
御
物
・

御
袋
・
御
通
と
い
う
三
仲
ヶ
間

の
名
称
が
聊
り
れ
、
貸
付
金
額

も
三
者
別
々
に
記
載
さ
れ
て
い

自
己
水
源
開
発
な
ど
で

苦
し
く
な
る
財
政
運
営

宇
治
市
の
水
道
は
、
表
の
ぷ
つ

に
府
営
山
城
水
道
に
水
源
の
ほ
と

ん
ど
を
依
存
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
給
水
能
力
も
、
敷
地

条
件
な
点
瓦
す
で
に
限
界
と
な

っ
て
い
未
了
。

年度別総配水量に対する受水量・自己水量

そ
こ
で
、
自
己
水
源
か
確
保
す

る
た
め
、
五
十
一
年
度
か
ら
第
四

次
拡
張
事
業
を
実
施
。
五
十
七
年

度
末
に
は
宇
治
浄
水
場
な
ど
を
含

め
て
自
己
水
比
率
を
二
九
％
ま
で

向
上
さ
せ
ま
し
た
。

20

15

5

0

る
。
こ
の
こ
と
は
、
仲
ヶ
間
の

結
成
が
万
治
－
寛
文
の
間
（
一

六
六
〇
年
代
）
に
あ
っ
た
こ
と

驚
謡
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ

う
コ
。
だ
が
、
そ
の
結
成
に
幕

府
な
ど
外
部
の
圧
力
が
、
あ
っ

た
か
ど
シ
か
は
わ
か
っ
て
い
な

吟

（
歴
史
資
料
室
）

衣服拝領を示す文書（部分）

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
拡
張
事
業

に
よ
っ
て
企
業
債
（
借
入
金
）
が

膨
大
な
も
の
と
な
り
、
企
業
債
元

利
質
釜
が
累
増
し
た
一
方
、
諸

物
価
の
高
騰
に
よ
っ
て
経
費
が
増

大
し
、
水
道
財
政
は
声
わ
め
て
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宇
治
市
で
は
「
水
を
つ

く
る
の
に
か
か
っ
た
費
用
」
で
あ

る
給
水
原
価
よ
り
も
、
「
水
を
売

商店街市場のみなさんへ
商店街施設設置事業補助制度

研究調査事業

事裏舛目 補ｎ吋≫ｔ 藁準顧

研Ｉｔ会・虞習会
会罵ｉｔ上ｆｔ，訓Ｈ費、バス

借上科，印刷製本費．唐金

年問

3Ｏ0，ＣＯＯ円

消費動向翼査
贋査委託費．印刷本費、

貰金

ｉｔ賢者恵ｉｔ会
会場借上科、教村費、印萌

Ｉ！本費

捕賢者モニｆー事ｔ印刷製本費．ａｔ

その他市長が心とｓ．める事裏とそのＫ貫

つ
て
い
る
費
昂
の
供
給
単
価
の

方
が
安
く
な
っ
て
い
未
了
。
こ
の

較
差
が
毎
年
開
き
、
五
土
八
年
度

は
そ
の
差
が
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当

り
二
土
〈
円
六
十
七
銭
に
ま
で
広

が
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
財
政
を
圧

迫
し
て
い
ま
す
。

府
営
山
城
水
道

値
上
げ
の
動
き

六
十
年
か
目
標
に
取
り
組
ん
で

い
る
第
四
次
拡
張
事
業
の
達
成
後

提
供
・
希
望
の
登
録
を

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
宝
目

か
ら
再
開
Ｌ
缶
す
。
今
回
の
期
間

は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
三
ヵ

月
間
で
す
。
家
庭
の
不
唇
緊
登

録
し
て
有
効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
申
し
込
み
・
・
・
品
物
の
提
供

者
も
希
望
者
も
電
話
、
は
が
き
、

ま
た
は
来
庁
さ
れ
て
、
不
用
品

情
報
セ
ン
タ
ー
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵

琶
3
3
、
宇
治
市
商
工
観
光
課
消

8月31日まで

費
生
活
係
、
ａ
⑩
3
1
4
1
）

へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
項
目
：
山
品
物
名
、
形
式

規
格
な
ど
口
購
入
年
月
、
消
耗

程
度
ぼ
希
望
価
格
㈲
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
及
び
連
絡
先
㈲

そ
の
他
の
希
望
条
件
。
’

▼
主
な
取
り
扱
い
品
・
：
家
具
、
電

気
製
品
、
。
楽
器
、
石
油
・
ガ
ス

器
具
、
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
・
子

市
で
は
、
商
工
振
興
の
施
策
と

し
て
、
市
内
の
商
店
街
や
小
売
市

場
が
昭
和
五
十
八
年
度
に
計
画
さ

れ
て
い
る
環
境
整
備
や
研
究
調
査

な
ど
の
共
同
事
業
に
対
し
て
補
助

1
ま
す
。

補
助
内
容
は
、
基
準
額
の
三
分

の
二
以
内
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
六
月
三
十
日
ま
で
に
商
工
観
光

課
（
き
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

環境整備事業

施ａ名 基準額 施設名 基準頷

街路灯

アーチ

続一看板

案内板
放ａｓｓ設

標示灯

円＠150．000

Ｉｇｌ300，000

40，000

50．000

500，000

（ｇｌ300，000

顧客用

休剋

］

施設

消防用
機械器具

小売市場

表示看板

ｃ500，000

（ｇｌ700．000

＠300，000

＠500．000

その他市腱が必要と認める施ｉｉとその金額

Ｒ＝商店街のみＲ＝小売市場のみ

も
水
源
が
不
足
す
る
と
予
想
さ
れ
、

市
の
水
道
は
将
来
の
水
需
給
と
経

営
の
両
面
で
重
要
な
問
題
か
抱
え

て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
京
都
府
営
水
道
事

業
経
営
懇
談
心
一
は
、
今
年
二
月
ま

と
め
た
中
間
報
告
で
府
営
山
城
水

道
の
供
給
単
価
の
引
藻
王
げ
を
発

表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
シ
な
中
で
企
業
努
力
を

一
層
重
ね
て
い
ま
す
が
、
経
営
を

取
り
ま
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
ぐ

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

供
用
品
（
お
も
ち
や
、
絵
本
、

衣
類
な
ど
を
除
く
）
、
ス
ポ
ー

ツ
ー
レ
ジ
ャ
ー
用
ｎ
ｇ
’
1
般
家

庭
用
品
（
食
器
、
洗
剤
、
衣
類
、

日
用
品
な
芦
矛
吸
く
）
、
学
習

用
・
回
雑
誌
、
文
具
奮
尿
ぐ
）

な
ど
。
再
利
用
の
価
値
が
あ
り

修
理
の
不
要
な
も
の
に
限
り
ま

す
。
転
売
や
趣
味
な
ど
を
目
的

と
す
る
も
の
、
医
療
器
材
、
食

品
、
牛
亨
苔
の
は
対
象
外
。

▼
問
題
の
処
理
・
・
・
故
障
や
欠
陥
な

ど
問
題
が
生
じ
た
場
合
、
当
事

者
間
で
解
決
す
る
も
の
と
し
、

市
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
六
月
三
日
に
公

示
さ
れ
、
六
月
二
十
六
日
が
投
票
日
で
す
。
今

回
の
選
挙
か
ら
選
挙
制
度
が
変
わ
り
、
従
来
の

全
国
区
制
に
比
例
代
表
制
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

選
挙
だ
よ
り
な
ど
を
よ
く
見
て
、
あ
な
た
の
一

票
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

票
で
孝
垂
心
で
、
前
住
所
地

の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

投票日は6月26日

投
票
で
き
る
人

な
お
、
六
月
二
日
以
後
に
宇

治
市
内
間
で
住
所
禦
萱
さ
れ

転
居
届
Ｍ
）
れ
た
人
は
、
前
住

所
地
の
昼
厨
で
投
票
し
て
い

た
だ
ぐ
こ
と
に
な
り
卓
子
。

不
在
者
投
票

出
張
や
入
院
予
定
な
ど
で

誓
百
に
ａ
ｊ
－
ｒ
ｖ
し
て
も
居
そ

き
な
い
人
の
た
め
に
不
在
者
投

票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
制
度
は
あ
ぐ
ま
で
も
例
外

的
な
も
の
ぶ
ふ
ら
、
や
む
を

得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
理
由
が

必
要
で
す
。

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

は
、
土
・
日
曜
日
を
問
わ
ず
六

月
三
日
か
皇
〈
月
二
十
五
日
ま

で
の
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五

時
ま
で
で
す
。
印
鑑
か
痔
っ
て

市
役
所
三
階
の
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る

　
不
在
者
投
票

身
体
に
一
定
以
ヱ
の
障
害
が

あ
り
、
4
体
障
害
者
モ
唄
な
ど

夕
痔
っ
で
い
る
人
に
限
り
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
投
票
の
キ

続
き
な
と
が
一
般
の
不
在
者
投

票
と
異
な
り
ま
す
の
1
逗
挙

管
理
委
員
会
に
お
た
ず
ね
ぐ
だ

さ
い
。

投
票
で
き
や
ハ
は
、
昭
和
三

十
八
里
八
月
二
十
七
Ｅ
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
昭
和
五
十
八

年
三
月
一
日
以
前
に
転
入
届
を

さ
れ
た
人
で
す
。

三
月
二
日
以
後
に
転
入
届
を

さ
れ
た
人
で
も
、
前
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
で
い

る
人
は
、
そ
の
市
区
町
村
で
投

－ 一 響 － ■ ■ － － － 一 個 番 ■ 番 個 個 ■ ■ 個 7

・

・

・

1 ・

Ｉ ・

一

轟

Ｓ

：－：

：……－…………－－………－－－……………’…’゛

比
例
代
表
制
の
導
入

今
回
の
選
挙
か
ら
、
従
来
の

全
国
区
制
が
改
正
さ
れ
、
わ
が

国
で
初
め
て
比
例
代
表
制
が
導

入
さ
れ
ま
す
。
く
わ
し
い
内
容

は
、
選
挙
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ

し
禾
す
。
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

198

参議院議員通常選挙

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

宇
治
市
史

の
窓

限りある水を大切に

水道事業の財政と課題
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公民館のお知らせ

婦人学級受講生を募集

ミ ｀ “ ’ ●

－ － － － － － － － － － － － － － ・

皆1

゛
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ゆ

に
は
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
身
近
な
問

題
夕
見
つ
め
直
し
、
女
性
の
生
き

方
や
、
ま
た
何
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
蔵
皆
で
一
緒

に
考
え
学
習
す
る
た
め
に
婦
人
学

級
を
開
孝
ま
す
。

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
▼
時
間

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
会
場
…
宇
治

市
公
民
館
ｙ
市
内
在
住
の
女
性
▼

定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
保
育

・
・
・
お
母
さ
ん
が
学
習
中
、
二
歳
以

上
の
子
戸
石
さ
ん
夕
保
育
し
ま
す
。

定
員
は
1
5
名
（
先
着
順
）
で
す
。

お
や
つ
代
六
百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・

早
島
市
公
民
館
へ
電
話
か
来
館
し

婦人学級日程表（宇治市公民館）
日程 －アーマ

予定講ｌ≪

1 6／ほｔｉ

閤輿式

オリエンテーション

啼人学級をすすめるに

あｔ－って

字治市公民館長

茨木工裏高校教諭

菅野芙恵了－さん

2 27011
命をはぐくむ一赤ちゃん

の誕生

茨木工Ｓ高校教兪

菅ｔｔ叉心子さん
自主昭人ａｓ

「つｔｉＳｊ会員

3 7／7ね子育て期をどう生きるか
立命館大’ｔ－ＪＩ師

片岡洋ｆ－さん

4 1101）＆と夫の家庭観0
京都教育大守ｔｉｌｔ

栗田ＩＩＳん

5 14（ね
子どもの自立と母親の

あり方

立命館大学講師

片岡洋子さん

6 19（13たと夫の家ＳＩ玖2＞（第2Ｊ（と同ｔ）

7 9／2（勿男女の口立とは 立命館大学講師片ｍ洋ｆ－さん

8 ｌａｉＤ女性の社会参加

宇治市公尺館サークル

連絡ほ議会参ｓＲ艮

小坂恵笑子さん

9 2≪心女性の自2と離婚について
弁護士

松尾遭ｆ－さん

10 2附）女性と老後 （第2講と同じ）

ｕ ｌＯ／（Ｉ）
人間らしく生きるｆｚめに

デ又力・ｙシヨン

茨木工業鳥校教諭

竹野美恵子さん

12 ｕ心
学ｒ，のまとめ

今後のあり方について
宇祐市公尺館職員

刄
保
育
希
望
？
ハ
も
同
時
に
お

申
し
込
み
を
。

☆
木
幡
公
民
館
☆

安
全
で
快
適
な

暮
ら
し
の
場
を

身
近
な
問
題
に
ス
ポ
″
ト
ヤ
あ

て
な
が
ら
、
家
庭
や
地
域
内
の
安

全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
婦
人
学
級
を
開
き
ま
す
。
あ

な
た
も
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
▼
時
間

…
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半
～
正
午

▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
対
象

…
市
内
在
住
の
女
性
で
、
続
け
て

学
習
で
き
る
人
▼
定
員
…
4
0
人
（

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
）
▼
申
し

込
み
・
・
・
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
「
婦

拓本教室日程表

日時 内容

1 6Ｎ15日｜利午ｔ変7時－9時間講式■オリエンテーション拓本の同類・道ｎ・採拓方法

2 6月22Ｈ1羽午ｉｔ7時－9時採拓演習

3 61126日川午前9時～午ｆ≪4時採拓実習（現地北白川天神宮）

4 6月29日（昶午ｆ≫7時－9時拓本の裏打ち方法

5 7Ｈ1日｛勿午ｌ≫7ｌｌ＊－9吽学習のまとめ・今筏のあ’）方

人
学
級
希
屏
と
書
い
『
6
月

8
日
ま
で
に
木
幡
公
民
館
へ
▼
保

育
・
：
学
習
さ
れ
て
い
る
間
、
―
歳

以
上
の
幼
児
2
0
人
夕
保
育
し
ま
す
。

受
講
申
し
込
み
時
に
、
幼
児
名
と

性
別
、
生
年
月
日
を
書
い
て
申
し

込
み
侃
お
や
つ
代
六
百
円
。

◇

拓
本
教
室

拓
本
夕
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

文
化
財
に
接
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
内
容
・
・
上
表
▼
全
一
場

・
：
宇
治
市
公
民
館
と
北
白
川
天
神

宮
（
京
都
市
内
）
▼
講
師
・
・
・
宇
治

市
公
民
館
「
拓
本
サ
ー
ク
ル
」
会
員

　婦人学級日程表（木幡公民館）

七
八

日ａ －アーマ

予定講ｔａ

1 6／16（≪
開講式

学習を進めるにあたって

木幡公尺館艮

担当指■＊ｎ

2 24（4）気持のよい住まい方 京都府立大Ｔ－助教ｎ広原盛明さん

3 2701）収納と整理の工夫
京都友の会会貝

大井和子さん

4 7／4（ＩＤ廃棄物の上手な処理法
京都市住生活学校Ｉｔｉｌｌ中島和子さん

5 11ＫＢゴミのゅくえ（施設見学）
城南衛生管理組合

広報課艮山ｉｉｌｉｌさん

6 ｌ印Ｉ）住居の衛生
奈良女子大学Ｊｔｔ教ｔＳ疋田洋子さん

7 25（1））身近な公害を考える
京都鵬華大学教授

槌田ａｔさん

8 9／7（＊ｌ生命の水と私たちのくらし

9 12（11）
ヘルシークッキング（料理実習）白然食研究家

仙田佳代子さん

10 211＊）快適な地城環境づくり 奈良女子大■？教授Ｍａｔａさん

11 26（11）婦人の本仕活ｍ 元花園大■ｔ教ｔｉａ尾憲≫ｉさん

12 10／301）学習のまとめ閉講式
担当指導ｎ

木幡公尺館ｓ

宇
治
下
居

南
村
英
里
ち
ゃ
ん

▼
定
員
・
：
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
教
材
費
・
：
千
三
百
円
（
紙
代
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
市
公
民
館
へ
電
話
か
来
館
し
て
。
◇

1
6
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
1
6
φ
映
写
機
の
操
作
技
術
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
技
術
夕
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
▼
日
程
と
内
容
・
・
・
左
表
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市
公
民
館
▼
講
師
…
ム

英里（えり）ちゃんは、ごはんが

大好き。お兄ちゃんを泣かすほど

活発な女の子です。

この欄に掲載するお子さん（57
年6月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

1
ビ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
の
有
田
幸

雄
さ
ん
▼
対
象
…
1
8
歳
以
上
の
市

民
ま
た
は
、
市
内
通
勤
者
で
5
日

間
出
席
で
き
る
人
▼
定
員
…
6
0
人

（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
無
料
▼

申
し
込
み
・
：
来
館
さ
れ
る
か
電
話

で
、
ま
た
は
往
復
は
が
き
に
講
習

会
名
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

職
業
、
電
話
番
号
夕
書
い
て
、
6

月
1
0
日
ま
で
に
宇
治
市
公
民
館
へ
。

な
お
、
以
前
に
操
作
免
許
夕
取

得
し
て
、
更
新
手
続
き
ｍ
］
れ
て

い
な
い
人
は
、
こ
の
期
間
に
更
新

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

操作技術講習会日程表

ａ＞？ 内容

1
6月ｌ3日（川ＨＩ61｝半ヽ9峙オ’Ｉエンテーション（講義）映写機のＵｆ理・構造

2
6月ｉ4日（・り

劉≪6ｌｉ（李－9時
（講義）映写機の構造・操作

3

6月ｌＳ日附

午筏1ＩＳ－9時
（実技）映写機の操作練習

（都合のよい日の午ｉｔＩ時

－5時か午後6時～9時

の問に1度）

6月16日（昶

乍竣ｉ時～9時

6月ｌ7日（勿

乍ｔ≪ｌ時－9吟

4
6月18日出

午ｆｔ1≫？～8時

（テスト）映写機の原理・構造

と操作（午後ｉ時～ｉ時、午後3時～5時

午後6時～8時のいずれかに）

5
6月21日（・幻

や後7時－91＊

操作免許証文付

教材利用について（映画）「このＸれｎ彼方に」

児
童
手
当
・
特
例
給
付

現
況
届
は
6
月
中
に

児
奮
雪
や
特
例
給
付
か
受

け
て
い
る
人
は
、
毎
竺
八
月
中

に
現
況
届
を
福
祉
事
務
所
に
提

出
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
や
養
育
の
状
況
、
加
入

さ
れ
て
い
る
年
金
な
芦
泰
審
査

し
て
、
引
き
誓
児
童
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
つ

か
を
み
る
た
め
の
、
大
切
な
届

で
す
。

六
月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
が

停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
康
ｙ

の
で
、
必
ず
挺
出
し
で
こ
だ
さ

こ
の
届
夕
提
出
さ
れ
な
い
と
、
い
。

（
福
祉
課
）

移
動
図
書
館

（
6
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

23日

哨

22日

南

21日

（火）

16日

南

15日

南

14

日

｛火）

9日

俐

8日

南

7

日

（火）

3日

雁

2日

團

1日

伽
日

木

幡

岡

屋

東南

山

広岡

谷

御蔵

山

六地

蔵

黄

秦

南

山

明星

町

志津

川

福

角

南陵

町

神

明

奥広

野

広

野

伊勢

田
開

野

神

白

川

遊

田

蔭

山

横

鳥

地

区

14

●●50

1

16

●●10

13

●●30

Ｓ

14

●●20

14

●●30

Ｓ

15

●●50

13

●●30

Ｓ

14

●●10

14

●●30

Ｓ

16

幽●10

13

●●30

Ｓ

14

●●10

15

●●10

Ｓ

16

●●00

14

●●（ｘ〕

Ｓ

14

●●50

14

●●30

Ｓ

15

●●30

13

●●30

Ｓ

14

●●00

10

●●00

Ｓ

11

●●00

14

●●00

Ｓ

15

●●40

15

●●10

Ｓ

15

●●10

14

●●00

Ｓ

14

●●50

10

●●00

Ｓ

Ｈ

●●20

14

●●00

Ｓ

16

●●00

14

●●00

Ｓ

15

●●20

11

●●00

Ｓ

11

●●40

10

●●00

Ｓ

10

●●30

14

●●00

Ｓ

16

●丿00

15

●丿10

Ｓ

16

●●10

13

●●30

Ｓ

14

●●50

駐車

時間

木幡

公民

館前

岡屋

小学

枚

梅

垣

タ

ノヾ

コ

店

前

明星

保育

園上

ル

御蔵

山小

学校

六地

蔵公

会堂

前

万

一‐福

寺

駐

車

場

南山

口｜

タリ

｜

明星

集会

所前

竹久

商店

横広

場

南部

小学

校

一一丁

目公

園横

城南

荘児

童公

園

奥広

野入

口

大久

保小

学校

伊勢

田神

社

開公

民分

館前

池

なら

商

店μ．】

か

11側

茶研

登り

口

遊

田－－

一角

公

園

ユー－

チカ

杜宅

前

肉落

介12力

通り八

木ガレ

1ノ

駐車

場所

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
6
月
は
、
毎
週
月
曜
日
と
5
日

旧
、
3
0
日
田
で
す
。

199

☆
宇
治
市
公
民
館
☆

子
ど
も
の
成
長
と

女
性
の
生
き
方

女
性
を
と
り
ま
く
環
境

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ａＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａ⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａｃ4687）

あ
な
た
は
迷
惑
駐
車
を
し
て
い
ま
せ
ん
か

ａ 鴫 Ｗ ● ・ ａ ・ ． － ． ・ Ｅ … … … … … … … … … … … … ｌ ． ． … … … 4 ． ｓ － ， ； ． ］ ・ 6 ． 1 1 ． 1 ｗ － ’ ． ・ － ・ － ． ’ ‥ ． ・ － － ・ ∴ ・ － ●

道路を正しく使いましょ

う

お
知
ら
せ

宇
治
川
ウ
飼
資
料
展

▼
と
き
・
・
・
6
月
4
日
出
～
1
0
日

圖
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後

5
時
▼
と
こ
ろ
↓
落
市
観
光
セ

ン
タ
ー
ｙ
内
容
・
：
ウ
、
ウ
匠
、
か

が
り
火
、
ウ
舟
、
ウ
飼
の
歴
史
、

科
学
な
ぺ
（
商
工
観
光
課
）

弓
道
教
室

▼
と
き
…
6
月
2
6
日
㈲
～
7
月

3
1
日
間
の
毎
週
土
、
日
の
約
二
時

間
▼
と
こ
ろ
…
黄
槃
自
衛
隊
弓
道

場
▼
参
加
資
格
・
：
市
民
、
市
内
勤

務
者
、
学
生
、
協
会
登
録
者
▼
費

用
…
講
召
料
二
千
円
、
教
本
代
な

2
Ｊ
＼
ｆ
五
百
円
、
協
会
″
姦
料
上

般
七
百
円
・
学
生
三
百
円
、
女
子

の
胸
当
代
三
百
五
十
円
▼
申
し
込

み
・
・
・
費
用
か
添
え
で
、
宇
治
市
弓

道
協
心
一
の
河
野
弥
一
さ
ん
（
小
倉

賢
詔
1
1
5
、
豊
⑩
1
0
2
7
）

へ
。
（
市
民
体
盲
課
）

中
学
野
球
の

指
導
員
を
募
集

宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

中
学
野
球
の
指
導
員
か
剪
集
し
で

い
ま
す
。

く
ゎ
し
い
こ
と
は
、
市
民
体
育

課
へ
お
問
い
〈
お
せ
く
だ
さ
い
。

（
市
民
体
育
課
）

太
陽
が
丘
の
催
し

○
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

▼
と
き
…
6
月
‥
1
1
八
日
出
、
午
前

の
部
＝
9
時
半
か
ら
、
午
後
の
部

―
午
後
1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
陸

上
競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
内

容
・
・
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

走
・
跳
の
計
測
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

テ
ニ
ス
な
ど
▼
参
加
料
：
大
人
三

百
円
、
高
校
生
以
下
百
五
十
円
▼

申
し
込
み
・
：
参
加
料
夕
石
っ
て
当

日
、
直
接
会
場
へ
。

○
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
つ
ど
い

▼
と
き
・
・
・
6
月
1
2
日
面
、
午
前

9
時
～
1
0
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
第
二
競

技
場
▼
内
容
・
・
・
太
陽
が
丘
園
内
を

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
タ
イ
ム
計
測
。

「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
つ
ど
い
」
の

会
員
募
集
（
年
間
会
費
千
円
）
、
当

日
受
け
付
け
。
問
い
合
わ
せ
・
・
・
太

陽
が
丘
（
酋
⑩
7
6
7
8
）
へ
。

犬
・
猫
の
引
き
取
り

▼
6
月
1
4
日
脚
、
木
幡
公
民
分

館
＝
午
前
1
0
時
4
0
分
、
小
倉
公
民

館
ａ
午
前
1
0
時
5
0
分
、
旦
椋
公
会

堂
＝
午
前
1
1
時
1
0
分
、
宇
治
保
健

所
―
午
前
1
1
1
時
2
0
分
。

（
保
健
衛
生
課
）

迷惑駐車追放運動6月1日～10日

身近な問題に焦点

市
民
会
館
の
臨
時
休
館

市
民
会
館
（
公
民
館
・
市
民

図
書
室
）
は
、
都
合
に
よ
り
6

月
5
日
㈲
を
臨
時
休
館
と
し
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



第631号 宇ｉ台ｒＵｉ攻だ｀より 1983年（昭和58年）6月1日発行（4）

200

17吻 血圧相談（城南荘集会所9時半～11時）

18出●結婚相談（川東集会所13時～15時）

19⑨

20｛月）
●心配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

乳児相談（小倉公民館9時半～11時）

2棚

22困
青少年相談（市民会館13時～16時）

消費生活相談（商工観光課10時～15時）

23俐
●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）

乳児相談（広野公民分館9時半～11時）

24（ｉ
社会福祉協議会の相談（●印）

1人で悩まず、お気軽にご相談

ください。総合福祉会館（市役所

から南へ200に）で相談を受けてい
ます。（社会福祉協議会＝総合福

祉会館内豊⑩5650）｝

●’Ｃ－配ごと相談（民生児童委員）

よろず相談全般。毎週月曜日、
総合福祉会館で。

●法律相談（弁碍士）
法律問題全般。総合福祉会館で。

●結婚相談（専任相談員）
登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社
協・相談所貝）
高齢者の求人・求職など。

●年金相談（社会保険労務士）
キ金全般。

＝

－

－

－

ー

－

ー

－

25出
●結婚相談（川東集会所13

時～15時）

26⑨

27（月）
●’ｂ配ごと相談（総合福祉

会館13時～15時）

28（勾
移動市民相談（平尾集会

所13時半～16時）

29≫）

30困

7月

1吻

ｍゝ

1困 宇治市文通事故相談

とき6月10日（金）午後ｉ時

半～4時

ところ宇治市民会館2階

相談員弁護士
申込み相談を希望される人は

市役所交通労政課（ａ

酋3141内線279）へ

－

－

一

一

2困

●法律相談（ｍ．合福祉会館

13時半～15時半）人権相談（市民会館ｌＯ時

～15時）

3ｍ
血圧相
時半～

炎（川来集会所9
1時）－

4出
●結婚相談（川東集会所13
時～15時）

5⑥ 交通事故巡回相談所

とき6月8日（水）・22日（水）
午前9時～午後4時

・ところ宇治市宇治若森
京都府宇治地方振興局

内容●交通事故の法律問題
●示駁のしかた●賠償

額の算定●訴訟、調停のしかた●自賠責保険

などの利用、臍求のし
かｉｓ．他。

お問い合わせ宇治地方振興局ａ⑩2970

6（月）

●心配ごと相談（総合福祉
会館13時～15時）
幼児相談（保健医療セン
ター13時半～14時半）

一

一

ー

－

7ｍ

8ｆ＊）
移動消費生活相談（名木
集会所10時～15時）

9困
●・法律相談（総合福祉会館
13時半～15時半）

ｌＯｉ）
血圧相談（開公民分館9
時半～11時）

11出●結婚相談（川東集会所13時～15時）

12⑥

13（月）
●心配ごと相談（総合福祉八・ふ1八－1ｒ画ふへ

二μＢｌｕ四↓ｉｌ－ノ乳児相談（保健医療セン

ター9時半～11時）
青少年問題の悩みなど

お気軽にご相談を。

14勾
●年金相談（総合福祉会館
10時～12時） 宇治こころの電話

0774－24－08．0015困
精神薄弱者相談（総合福
祉会館13時～16時） －

16俐

●法律相談（総合福祉会館
13時半～15時半）

●高齢者無料職業相談（ｍ．
合福祉会館1Ｏ時～15時）
＜ー？ね之唇安／十＾へ言已士ＦＰ．＋口

日曜・祝日除く毎日午前9時～午後6時に受け付け。

（電話番号はお間違いのないように／）

1』〃Ｔｏ匹いμｉｘりｉｉｉＪ・ゝ言炎室10ロ＃～16日寺）

もえないゴ

ミ収集日程

表

市役所清掃課ＴＥＬ223141番

小倉町南ｍ、山際、京銀前から南京信前までの市

道筋以南の西浦）6／117伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池．京銀前から南京信前
220までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町（南遊田）

棋島町（全域）321小倉町（近鉄以東の新田島）

宇治（戸ノ内、蔭山．国鉄以北の御廟・天神）

木幡（平尾、須留、御蔵山．畑山田、御園、陣ノ

622内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

723中村．南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中
・東中）五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西河

ｉ24原ヽ壇ノ東ヽ寺界道ヽ野添ヽ大林ヽ梅林ヽ西浦、新開、平野、折坂．福角、－・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東）
蒐道（平町）

五ヶ庄（大八木島．上村、岡本、日皆田、一里塚、戸
ノ内、京大宿舎）

925菟道（平町を除く全域）明星町（全域）

志津川（全域）宇治（山本、乙方、東内、又振、山田）

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番．

1027池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）
白川（全域）
折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）

1128神明（全域）宇治（蛇塚、大谷、野神一部）

琵琶台（全域）広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）
1329広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷．中島、丸山）

西大久保府営住宅（ｌ～20棟）

広野町（桐生谷、一里山．東裏、寺山、国道筋を除
く西裏・茶屋裏）

1430大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

西大久保ｊ4賃仙宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面．蔭田、’中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）

157／1星野Ｕ昌％成田．国道筋の西裏・茶屋裏、派

出所前から近鉄踏切までの府道筋）
大久保町（田原、日椋、平盛、井ノ）？？，、南ノロ一部）

宇治（半白）

167／2小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）羽拍子町（国道筋）

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山．毛語）

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章

か
ら
）

し尿収集

日程表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171～3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

121北御蔵山（平尾）．中御蔵山、町並、奈良町、炭山令域
正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣ノ内（国鉄以西）．河原．徳水、柿ノ木町、222
一丁目、札ノ辻町、紺屋町

323内畑、西中．中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西），壇ノ東、西浦、熊小路、南端（国鉄以西）
424大林梅林＾ノ吏ぐ国詮以丙）西浦一絡
127寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前．西浦一部、梅林官有地、大林一部
828西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
929福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
1030車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）
117／1車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
137／2福角（国鉄以東）、析坂（国鉄以東）、平野、一番割二番割、三番割一部
147／4西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
15＾ノ東（府道以東）広岡谷、南山（Ａ），巾村（さつ喪ヶ丘）
16南山（Ｂ）、金草原
17南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄ｉ＞Ｊ．東丿北畠一部
18北畠、桧尾、平尾、須留
20花揃、赤塚、陣ノ内（国鉄以4Ｄｍｍ、御蔵山、畑山田北ｍｍ正巾（国鉄以東）、町鼎一部
21笠取

白川・志津川・菟道・宇 台・神明・広野町・開町・大久保町地域

121下居、善法、壱番、妙楽、宇文字．里尻（国鉄以南）、塔川
222蓮華、乙方．東内、又振、山田、紅斎、白川、金井ｐ．山本、荒棋、田中、大垣内、妙見．志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、323池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

147／4田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ
北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロ一部、西扱、寺山（国鉄以西）、15
寺山（翠光園団地）
寺山、大開一部．宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、16石塚（心華寺通り以西）

17東裏、一里山、桐生谷、開町石塚（心華寺通り以東）、宮北一部
18小根尾大開一部尖山一部官東宮丙官北

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、20
壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

ゴミ減量にご協力ください

●・ゴミの水切りを完全に。●燃えるゴミの中にガラスや空カンを入れないでください。●・新聞や雑誌類はゴミとして出さずに、町内会などでまとめて古紙回収へ。（清掃課）

し尿収集の届出を！！

家族や同居人に増減があったり転出転居、削ヒ槽設置などでし尿収集届出に異動があったときは、市役所清掃課へ届出てください。（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・棋島町・宇治・羽拍子町地域
121東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
222南落合（4の通り以降～13の通りまで）
323南浦（100～110、84～98、30～33）、大原団地、山際一部
424南浦、西浦一部、神噪田一部（近鉄以西）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口．幡貫、625郡石橋ぐ大川原練以吏）

Ｔ27老ノ木、久保西山ぐ国道以東）蓮池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、828十一（大川線以東、国ｉＳＰｉ東）．十六（国道以東）、｀十八（国道以東）

929寺内、酉浦
1030南堀池（本通り以北），南堀池（本通り以南）
117／1南堀池（大和、田中）、堀池

南遊田、遊田．砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、137／2巾ノ田、名木、浮面安田町全域

中山（近鉄以東）、大谷．西畑、中畑、春日森、－ノ坪、島前、147／4大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

15中山（近鉄以西）、毛語若林
16羽拍子町
17蛇塚、弐番（府道以」ヒ）池森、米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、18神楽田（山巾含む）

20戸ノ内．矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以北）、小桜
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6
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分

□
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
・
一
般
生
活
相
談
は
市
役

’
所
市
民
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談
室
で
、
消
費
苦
情
相
談
は
商
工
観
光

　
課
で
、
教
育
相
談
は
教
育
委
貝
会
で
、
日
曜
日
を

　
除
く
毎
日
受
付
家
庭
児
童
相
談
は
月
～
金
曜
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の
1
0
時
1
1
6
時
に
総
合
福
祉
会
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階
の
家
庭
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童
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室
（
豊
⑩
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）
で
、
ま
た
。
高
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者
職
業
相
談
は
毎
週
火
・
金
曜
日
の
9
時
1
1
6
時

　
に
総
合
福
祉
会
館
二
階
の
老
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福
祉
セ
ン
タ
ー
で

　
職
業
紹
介
（
無
料
）
を
行
い
ま
す
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